
  

 

新型コロナの感染の影響で、各事業所は昨年度に続き行事の中止や活動内容の変更を余儀なくされました。 

さて、法人の中・長期計画で見直しした懸案の「わかば園」の改築計画は、赤穂市との使用貸借契約の関係で、

「市有財産の払い下げ」で再検討をすすめることになりました。 

 ホームぺージでは、各事業所の活動状況を毎月更新しています。特に令和 4年度は「耳よりハンター」コー

ナを設け、障害児・者に関する情報（障害児教育、就労・支援の方法等）に関する情報を公開しています。 

法人としては「虐待防止・身体拘束適正化委員会」を年３回の開催し、虐待防止の研修に取り組んできました。 

また、サービス向上委員会を開催し、サービス向上のための保護者様からの意見を聞き、事業の運営改善に活

かしています。 

 法人の資金収支決算は、事業活動による収支は、1,315 万円の黒字でした。その他の活動による収支等を差

し引いた当期資金収支差額は 837 万円の黒字収支でした。詳しくは、掲載の決算報告書をご参照ください。 

 

  

 

   

 

 

  

 

 

今年ほど梅雨明けが待ち望まれる年はないのではないでしょうか。各地で洪水、土砂崩れ河川の氾濫と痛ま

しいニュースと気象予報を目にしております。世界的な気候変動がみられ気象パターンが一変し数十年前の意

識のままでは人類の生活に深刻な影響に、対応が遅れるのではと懸念致します。 

 当法人では、先日「自然災害時」を想定したマニュアルの再確認及び「Ｂ．Ｃ．Ｐ（事業継続計画）」の取り

組み作成に向け、管理者会議を開き日中活動事業、夜間活動事業それぞれに別れ、スタート致しました。 

 

私たちの社会福祉法人緑樹福祉会は、地域の皆さま、関西福祉大学、手をつなぐ育成会、のご支援、ご協力

のもと早いもので設立から１５年が過ぎました。当法人の理念は「国連障害者権利宣言」のベースとなってい

るノーマライゼーションです。「ノーマライゼーション」はノーマル（正常、当たり前）ゼーション（確実に理

解する）。７０年ほど前の障害者の置かれている状況は劣悪な環境に収容されているケースが多かったと聞い

ております。障害者であることがアブノーマルと思われていた歴史の中、デンマークの一人が障害者も当たり

前の暮らしを送る権利があると提唱されました。そしてその理念をスウェ―デンから世界に広めていきまし

た。その人々の気づき、国際社会へ広めた功績を、法人理事長として又障害者の家族として見習い手本として

生きていかねばなりません。社会、地域の中で当たり前の暮らしを実現するためには、障壁（バリア）を無く

していく、それが一般になじみのある言葉つまりバリアフリーです。日々の暮らしの中で当たり前の暮らし（仕

事、買い物、趣味、食事、旅など）を謳歌できるよう福祉サービスを提供させていただき、喜んでいただける

支援をおこなってまいりたいと職員と共に強く思っております。 

 そして、理念を具現化するために職員の研修、各委員会の実施等は必須となります。 

職員研修としましてはわかば園職員に向け、理事である関西福祉大学中村剛教授、法人職員に向け評議員の姫

路自立生活支援センター河原正明代表に各研修会を毎月行っていただいております。ご両人とも繁忙な中お引

き受けくださり職員一同感謝の念に堪えません。 

 又、委員会では「虐待防止・身体拘束適正化委員会」に加え、「サービス向上委員会」を開催しております。

特に「サービス向上委員会」では、各事業所の近況報告、問題点、今後の課題、前回で出された問題点が改善

されたかを問う検証と共に、家族会から選出された各事業所代表の委員を通じてのご利用者様及びご家族から

のご意見、要望等をお聴きし、支援の質の向上に努めております。当法人では利用者様、ご家族と共に理念の

実現に向かうことが「赤穂市手をつなぐ育成会」の本来の意味（インクルージョン）つまり、障害者、多様な

人々、多様な価値観、多様な個性などが一体となった社会の実現に貢献できるものと考えております。 

「赤穂市手をつなぐ育成会」を母体とする緑樹福祉会 

の理念は正に当事者理念であると深く理解いたします。 

 今後とも、理念が揺らぐことなく進んでまいる次第 

です。皆様方には益々のご支援を賜りますよう深くお 

願い申し上げます。 
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編集後記 各事業所では、以前のような楽しい活動が復活してきましたね。利用者様が楽しく過ごされることを祈り

ます。ご家族の皆様にとりましても楽しい夏になりますように。                  文責：津浦 



 

 

４月から、わかば園の管理者をさせていただくことになりました。利用者様が楽しく安心して過ごせるよう

に努力してまいります。それには職員が意見を交わせる環境を整え、職員が一つのチームとなる様に助言し、

一緒に考え、スキルアップを図れるように努めてまいります。 

何卒、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いいたします。 

今年度は、新型コロナウィルス感染症も５類となり、ばんたん親善運動会にも参加し優勝しました。利用者

様からは「又、来年も行きたい！」と笑顔がかえってきました。７月には夏祭り、９月にはバス旅行も計画し

ております。利用者様の安全面に配慮しながら楽しい行事を行ってまいります。 

就労の作業としましては、今年度初めて粒子線医療センターの除草作業を実施しました。少しでも工賃につ

ながるように工夫していきます。 

生活介護では利用者様が一つの部屋で音楽療法、創作に楽しく参加されています。カラオケでは今まで参加

されなかった方がマイクを持ちリズムをとる和やかな姿も見られます。利用者様の笑顔に職員が毎日励まされ

ています。尚一層、利用者様が笑顔と達成感が得られる様、職員一同力を合わせてまいります 

 

 

 

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

皆様のお力添えを受けまして、5回目の夏を迎えようとしております。 

これまで、たくさんの方のお話を聞かせていただき、計画相談を行う上で、利用者様に合った計画を立て、

満足度を上げるためには、利用者様やご家族様の今現在の思いや欲求を理解するが大事であることを改めて気

が付きました。そういった感性を身につける上で大きな手助けとなるのが、アメリカの心理学者マズローが唱

えた欲求 5段階説です。 

今回は「マズローの欲求 5段階説」について、少しお話しさせていただきます。 

生理的な欲求から自己実現の目標まで、人は誰でも様々な欲求を抱きます。これらの欲求には、環境の変化

や心の動きによって段階があり、5 つの階層のピラミッドとして形作られていて、人は低い段階の欲求が満た

されると次の段階の欲求を持つというものです。 

最下層から 

① 生理的欲求：生存のために欠かせない、飲食や睡眠、排泄等の本能的かつ基本的な欲求。 

②安全欲求：リスクを回避し、心身共に健康で安全な環境で安心して暮らしたいとする欲求。 

③社会的欲求：集団への所属や仲間を求める所属意識や愛情に関する欲求で、この欲求が満たされないと孤独

感や社会的孤立に繋がります。 

④承認欲求：他者から評価されたい、集団や組織の一員 

として認められたい、自信を持ちたいといった欲求です。 

自分を成長させるモチベーションになります。 

⑤自己実現欲求：①～④の欲求がすべて満たされた頂点 

になる段階で、自分の可能性をさらに広げ、自身の使命 

や自己実現の達成を目指します。 

 

利用者様が今どの段階で、どのような困り事があり、 

どのような欲求があるのかを知るために、丁寧なアセス 

メントを行い、利用者様やご家族様の意向に耳を傾ける 

事で、何を求めておられるかを探り、自己実現を目指し 

ている利用者様をサポートできればと思います。 

  

 

 今年度は、新しく６名利用で現在２０名の方が契約され、毎日定員数（１０名）ご利用いただいております。 

キャンセル待ちをされている方も増えており、ひとえに保護者様のご理解とご協力のおかげと感謝しておりま

す。今年も自治会の方から七夕の笹を頂きました。短冊に願い事を書き作った七夕飾りと一緒に笹に飾りまし

た。また、行事や創作活動を通じて季節の変化に興味を持てるように取り組んでいます。 

今年度より、園外学習を再開しました。利用者様に楽しく参加できるよう新しい活動を取り入れ、ご家族が

安心してご利用いただけるよう、職員一同努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日中一時と短期入所を合わせて 5名の定員ですが、ほとんどの日が一杯となっています。新たな利用者様も

増え、ぷくぷくほーむでの過ごし方にも慣れてこられました。 一人ひとりの利用者様を理解し、どの様に接し

たらより快適に過ごしていただけるのかを日々考えながら、一 日一日を送っています。ご家族の方からも色々

なご意見やアドバイスなどを聞かせていただき、安全で楽しく過ごせる施設になるよう心掛けていきます。 新

型コロナ感染症対策としては、アルコール殺菌、手洗い、換気に気を付けて日々対応しています。 

 

 

 

今年の夏はひときわ暑いようですが、皆様にはご健勝のこととお喜び申し上げます。 

さて、令和 3年 6月に開所いたしました「ファミリア」ですが、皆様の多大なるお力添えにより、丸 2 年を

迎える事が出来ましたことを心よりお礼申し上げます。 

途中、新型コロナ感染症等の影響もあり、ご心配ご迷惑をおかけいたしましたことを深くお詫びいたします。

まだまだ行き届かない事も多々あると思いますが、入居いただいている方やご家族様に、安心と満足を感じて

いただけるように、職員一同日々努めて参ります。 

 グループホームに求められる事として、障がい者の地域生活を支え、人生をより豊かにするという事があり

ますが、そのためには、余暇活動の充実という事が大きな要素であると考えています。新型コロナ感染症が 5

類に引き下げられ、少し外出しやすくなった今、土日、祝日や日中活動後の過ごし方を、社会資源を十分に活

用しながら、より豊かな時間にする事が出来ればと思っています。 

 

 

 

わかば園（生活介護・就労継続支援 B型） 

ファミリア（共同生活援助） 

管理者 前田康裕 

管理者 仲千恵子 

ぱいろっと(相談支援) 

ぷくぷくほーむ（短期入所・日中一時） 管理者 吉川愛基 

管理者 前田康裕 

てくてく(放課後等デイサービス) 管理者 藤田真紀子 

てくてくガーデン 創作活動 七夕飾り 


